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そこで本研究は白斑の形成機構ならびに白斑の進展過程を解明するための一助として、 in vitro で
形成した人工白斑部と口腔内で発生した自然白斑部のエナメル質について物理化学的に検討を行なっ
たものである。
まず白斑形成によりエナメル質の主要無機成分である Ca と P が量的にどのような変化を示すかを
+食言すするために、 x*泉マイクロアナライザーを用いて分中斤した。
材料として人工白斑形成には矯正治療の目的のために抜歯された新鮮で、健全な上顎第 1 小臼歯を用
いた。この被験歯牙の歯冠部を 4 分割し、 4 x 4mmのエナメル質露出面以外をワックスで被覆した。
この 1 つを対照とし、他の 3 片に Sperber らの方法を用いて人工白斑を形成させた。自然白斑は便
宜抜去された上顎第 1 小臼歯に肉眼で認められたものを用いた。
これらの試料のエナメル質表面から内部に向かつて X線マイクロアナライザーにより線走査を行な
















1. Ca および P の濃度(重量%)については、人工白斑エナメル質において 1 日脱灰試料ではエ
ナメル質表層下で低下し、 2 日脱灰ではこの変化が内部におよび、表層においても低下がみられた。




Ca および P ともに低下した。 Ca/ P 重量比の最低値はエナメル質表面から約50μ の付近に認められ、
その前後では高い数値を示した。
2. OH 基の変化については人工白斑、口腔内で形成させた白斑および自然白斑のいずれの試料に
おいても OH 基吸収帯の吸収強度の増加している層が認められた。これらの層は、低 Ca/P 重量比
の所にほぼ相当することがわかった。この部にみられた吸収強度の増加は、 CaHP04 ・ 2H20 の生成
によるものと推定された。

















存在すること、およびこの部には正常エナメル質では存在し難いと考えられる CaHFD4 ・ 2H2 Q が生成
沈着していることを人工白斑部エナメル質に見いだしている。
これらは白斑の形成と進展あるいは消退の機序を追求する上で重要な知見であると考えられる。
よって本論文は歯学博士の学位に十分値するものと認める。
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